
懇 濤

団長 吉原宏一

昨、大晦日森関とした空気の中に日本中で鐘の音が

響きわたりました。

“新年明けましておめでとうございます"

さて、一年の最終日の夜、すなわち除夜あるいは大

晦日の夜のことを云いますが、特に昨年は自然界にあ

つて、人類が受ける最大級の大震災 ・原発事故をはじ

め台風による雨害、外国における大洪水等がまさしく

“怒 り狂 う大波、激 しく打ち寄せる大波"つ まり 「怒

濤」のごとく人間社会を襲つたのです。

何物にも代え難い生命を奪い、社会生活を破壊 した

のです。そんな一年の大晦日の除夜の鐘の音は多くの

犠牲者への鎮魂の音として、又一人一人が一年の間に

身についた煩悩、つまり“心のけがれ"や “心を悩ま

し身を煩わす"事 を取り除く為に打つ音として、一人

一人が様々に感 じられた事と思います。

さて、その音の響きこそ異なりますが、合唱団にお

きましては、昨年 「大阪市コミュニティ合唱祭」に参

加をしました。参加 7混声合唱団の各々

の特徴を各人が何かを感 じ勉強された事

と思います。

“うちが一番や !と思つていたけどま

だまだ上の合唱団がおつた |'と ショッ

クを受けられた方もおられたでしょう。

しかしながら、そのショックが次のステップヘとつ

ながり、除夜の鐘の音に負けない位の荘厳な合唱音と

して響きわたることでしょう。

また、今年は昨年の大災害と異なつた波が我が団に

も押 し寄せて来るかも知れません。団の真価を問われ

るこの年、私達もまさしく 「怒濤」のごとくこの一年

を頑張りぬいて行きたいと願つて止みません。

☆

お気付きになりましたか,「団だより」が 20号を迎え

ました。2006年第 1号発刊、A4版 片面黒文字一色。第

2号 から同じくA4版 両面、そして更に第 3号 からはカ

ラー写真が登場。

第 20号まで風雪6年 、感慨深いものがあります。

歴代広報担当委員の大森、石山、柳、山本慎 由美)、嶋

田、萩原、後藤各氏に心から感謝を申し上げま丸
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ク リスマ 鸞ンサー ト

新たな気概を

～コンサー トを聴く区民の高まりに応えて～

大阪市コミュニティ協会平野区支部協議会

事務局長 塚原 剛 様

平野のまちに、温かいつながりの風が吹き始めています。

そ うで九 毎年 12月のクリスマスコンサー トに向かつて、
企画 ・準備段階からそよぎはじめ、ポスター ・チラシ作製の

ころから大きなうねりとなり、本番では、感動の嵐に結実す
る、「人とひとのつながりの風」 !その風を吹かせているのは、
ひらの混声合唱団のひとりひとりです。平野のまちで生まれ、
平野のまちで育ち、平野のまちに認めていただけるようになつ

た今、自分たち以外にも日をや り、自分たちの後継者の想定も
必要かなと思つています。

中学生の各種コンクールでの活亀 日本一のパイオリエス トの

育った平野。平野の音楽文化のレベルアップに、大きな貢献され

前日のリハーサル風景

た皆様に期待申し上げます。

さらに、

温かい、確実な、連続 した 「人とひとのつながりの風」を !
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新年懇親金
藤田瑞穂先生のスピーチ

今年も皆さん健康で、揃ってコンサー トを迎えられ
ますよう願っております。
年末のクリスマスコンサー トには、多くのお客様

にいらして頂けて良かったと思います。また、年を追
うごとに、演奏会の形が出来上がって、素敵になつて
来ています。

昨年は発表回数が多く、大曲 「戴冠式ミサ由」にも
ツ

`戦

し、大忙しの年でした。しかし、厳しい練習を乗
り越えたからこそ、思い残すことなく歌うことができ
たのではないかと思います。
年末には、演奏会後に次の曲を練習するということ

を初めて経験しました。
このレンスンで、初めての曲を練習しましたが、終わ
りの方には全体の感じをつかめるようになつていま

藤田先生、竹村先生、塚原事務局長、水田

さん、いつも本当にありがとうございます

した。3～ 4年 前の皆さんだとあの譜面を読むだけで

も、大変だったと思います。これも、日頃ハー ドルを

高くして励んでこられた成果ではないでしょうか。
今年は、もう少しゆったりと一

つ一つの曲に取り組んでいきた
いと思つています。聴きなじみの

ある曲は、い力,こ丁寧に歌ってい

くかが大事です。また、何度も歌
つている 「第九Jも また新しい気

持ちで取り組んでください。

今年の目標は、
1 健康に、楽しく歌 う。

(レッスンを休まないようにする)
2 自分より若い人を団に勧誘する。

(団の平均年齢を下げましょう!)

今年も、どうぞよろしくお願いします。

進
行
役
の
坂
野
さ
ん

美
し
い
音
色
に
癒
や
さ
れ
ま
し
た

後
藤
さ
ん

.11

JI
くり

●″

河内音頭で締めく

お茶で乾杯です



恒例のビンゴゲーム

大森さん、中澤さん、お疲れ様 !

賛助出演 旭区民合唱団リリオ 進晨さんより

「昨年度のクリスマスコンサー トでは大変お世話

になりました。

すごく貴重な経験をさせて頂きました。他の賛助

出演の方も大変良かつたと言つておられました。聴

きにきて頂いたリリオの人達にも好評で、皆さん誇

らしく思つて頂ければと思っております。
2月 19日 にリリオコンサー トがあります。

演奏する由の中の1曲で、ひらの混声合唱団の男性
3名 が出演して下さいますので、是非皆さん聴きに
いらして下さい。」

※ 「大正フロイデJコ ンサー トも2月 19日 です

我が合唱団の方も賛助出演されます

詳細は 「伝言広場」に掲示のチランで 1

コンサー ト終了後の

「東日本大震災義援金募金」

77, 508円

募金いただいた方々に心より感謝
いたします

写真撮影、練習由のCD作 成、

他いつもお世話になつていま

す
下野さん、感謝 ノ

◆選曲小委員会より

2012年 度は、「平野吹奏楽団 35周 年記念コンサー

ト共演」、「第 2回 大阪市コミュニティ合唱祭」、「平

野区第 12回 クリスマスコンサー ト」「平野区民コン

サー ト (予定)」、が計画されています。それら演奏

会に向けて、以下の曲を練習していく予定で丸
・ベー トーヴェン作曲「交響曲第 9番 二短調作品 125」

より “第 4楽 ゴ
バッハ作曲 「カンタータ 147番 」より、
「主よ、人の望みの喜びよ」
フランク作曲 「荘厳 ミサ曲」より、「天使の糧」
ハイ ドン作曲 オラトリオ 「大地創造」より、
「もろもろの天は神の栄光をあらわし」

・混声合唱による日本の四季 「朧月夜」由集から

“ふるさと"など数曲
・平野吹奏楽団との共演曲目 :

チャイコフスキーの 「1812年 」、
「■rAになつて踊ろう」、「時代」

◆メデイア小委員会より

ひらの混声合唱団のホームペ

ージを更新しています。

練習 日程もアップしています
ので、日常的にご活用いただければ幸いです。

最新 トピックは昨年の大阪市コミュニティ合唱祭
の情報アップです。内容は、ひらの混声合唱団の本

番の動画 (音源あり)と 旭区民合唱団 リリオさんが

提供 してくださった写真集です。各出演合唱団の

方々の演奏風景などが盛 りだくさん載つていますの

でご覧ください。また、関連合唱団との交流を深め

る観点から他合唱団ホームページと

の相互 リンクもしています。

コーヒ"■レイク

☆
こんな名言 ?が “音楽のトリヴィア(ポール・サリヴァン著K有メトレ

ンジ・ディス])"に載つてたので紹介すo

・書薬は人が受けなければならないただ一つの雑音であ 。

―アレクサンドル・デュマ

・音楽はもつとも不愉快なものでありtもつとも愛されているあらゆる

雑音であ ―Tゴ ーティエ

たい ■こ、物理的に見ればリズム、普域の高低、速さ、強弱

という要素が存在する一種の振動波形である、人によつては雑音

力ヽ しれな|ヽ “書楽"として認識する脳のメカニズムは、まだ詳しく

わかつていないが、楽しいと感じるときは、脳内では快感動質ドー

パミンやカウアドレナリンが分泌されていると考えられている。

一般綸であるが、若い世機の人間は成長期にあり 党塞興書作用

を持つ快感物質が過剰に分泌されやす0燎 向にあるので、テンポ

の速い曲や書量の大きいのも、いわゆうロック、シャス栞が好まれ

る。一方、我々の年代になると成長期はとつくに過ぎ、脳や体が

疲労しやすい状態であるから、これらの過剰興奮による疲労を和

らげるゆつくりとしたテンポ、程々の書量を好tPようになる。 クラン

ックや丼情欧などは安らぎをもたらしてくれる。

～ 編集後記 ～

団だより作成にご協力頂いた皆様、ありがとうご

ざいました。今年も感動を分かちあいましょう!
(萩原 ・後藤)

「翼をください」、
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